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あらためて、再帰的問い合わせについて



反復的名前解決



再帰的問い合わせと非再帰的問い合わせ

•再帰的問い合わせ(recursive query) 
• スタブリゾルバからフルリゾルバへの問い合わせで使われる 

• dig +norec / RDフラグ0 

•非再帰的問い合わせ(non-recursive query) 
• フルリゾルバから権威サーバへの問い合わせで使われる 

• dig +rec / RDフラグ1 

• 反復的問い合わせ(iterative query)ともいう



そのネーミングで合ってるの?

再帰的問い合わせ 
なのに再帰っぽくない 非再帰的問い合わせ

なのに再帰っぽい



DNS本の説明

•たぶん年内に出版される(と思われる)DNS本での記述 

•『DNSがよくわかる教科書』にも似たような記述あり(第2版p172)



かわいそうに、本物の再帰的問い合わせを見たことがないんだな。 
明日またここに来るといい。本物の再帰的問い合わせを見せてやる。



翌日



再帰的名前解決

再帰的問い合わせ

使わない



非再帰と再帰

•非再帰的問い合わせ 
• 非再帰的(反復的)名前解決で使われる問い合わせ 

• 「知らなければ、知ってそうな人を教えてくれ」 → 委任をたどる反復構造 

•再帰的問い合わせ 
• 再帰的名前解決で使われる問い合わせ 

• 「知らなければ、調べて教えてくれ」→  “調べる”の連鎖による再帰構造 

•非再帰的名前解決が「再帰っぽく見える」のはただの勘違い 
• 繰り返しているが、再帰にはなっていない



DNSの仕様

•反復的/再帰的どちらの方法でも名前解決は可能だが、DNSの仕様では「基本
的に」反復的な手法を使うことに決めた 
•実は、RFC1034は再帰的名前解決を禁止していない 

• RFC1536にも再帰的名前解決を念頭に置いて書かれた記述がある 

• この「オプション」を廃止するRFCを探してみたけど見つからない 
• たぶん現在でも有効 (どこかで否定されてれば教えてください)

The domain system requires implementation of the iterative approach,
but allows the recursive approach as an option.
— RFC1034 section 2.3



DNSの実装

•現代的観点では、再帰的名前解決はデメリットだらけ 
• フルリゾルバが権威のない応答を信じることが前提 

• 再帰的名前解決をサポートする権威サーバはオープンリゾルバになる 

• ルートサーバの負荷がヤバい 

•なので、現代的なDNS実装は基本にしたがって反復的名前解決のみ 

•かつて、権威サーバでも recursion yes なBINDが一般的だったのは、権威
とフルリゾルバを共用するためだけでなく、再帰的名前解決を許容するためで
もあったのでは? (根拠レスな推測)



まとめ

•再帰的問い合わせ ≠ 反復的問い合わせ = 非再帰的問い合わせ 
•再帰と反復はまぎらわしく感じるが、「再帰的名前解決」を知っていれば、間
違えることはない 
• が、知っててもこれらの区別を理解する以外には何の役にも立たないし、現代では再
帰的名前解決は有害なので忘れていい 

• 『DNSがよくわかる教科書』や某書籍でも触れていない 

•再帰的問い合わせと非再帰的問い合わせのどっちがどっちだっけ、と迷ったと
きは、権威サーバに問い合わせるコマンドが dig +norec (non-recursive)だと
いうことを思い出そう


